





The study of Psychological Support for Handicapped Persons 
by using of Self-Active Relaxation Therapy


























































































　2016年 7 月下旬～ 12月中旬
 3 ．調査場所
　本学の臨床心理センター（女性 1 名）、A県の就労継
続施設 A型事業所（女性 1 名、男性 2 名）
 4 ．調査手続き 
 （ 1 ）面接構造
　週に 1 回、もしくは 2 週に 1 回の頻度で面接を実施。
 1 回あたり60分、前半40～ 45分は SART、後半15～
20分は半構造化面接。全10回前後を目安に実施。
 （ 2 ）SART課題
　系統Ⅰ、系統Ⅱ、系統Ⅲを実施。

































 1 ．各事例の SART面接過程と変化























 （ 3 ）セッションの記録





















































期（＃ 2 ～＃ 3 ）が続いた様子。





















































































































（＃ 7 ）、＃ 8 の時期に再び対人トラブルが起きてなかな
か寝れない日があったりと穏やかな時期も大変な時期も
あったようだった。



































 （ 1 ）基本情報
　・性別：男性　年齢：20代
　・診断名：アスペルガー障害


















 （ 3 ）セッションの記録


































































て語られることはあまりなかったものの（＃ 2 ～ 3 ）、



















































































 （ 1 ）基本情報
　・性別：男性　年齢：30代
　・診断名：アスペルガー障害 















 （ 3 ）セッションの記録
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